



























































































































 本研究の目的は, パターン認識工学的手法を用いて, 下顎骨の形と顔面骨格型との関係を検討す
 ることである。 資料として, 日本人成人男女 352 例 (男子 2io 例, 女子 142 例) の側方頭部 X
 線規格写真を用いた。 資料の顔面骨格型は, 前後的要 因については, Ciass I, Ciass I1, Class III
 に, 垂藍的要因に関しては, 艶ort face, Long {ace, Average face のそれぞれ3グループに分
 類 した。
 下顎骨の透写図 (線図形) の作成以外の過程は, 線図形処理システムを用いて自動的に処 理 し
 た。 入力 した下顎骨線図形から15個の特徴量 (面積比:4個, 長さの比:5個, 角度:6個) を抽
 出した。 統計処理としては, 下顎骨の形と顔面骨格型との関係を多面的に検討するために, 主成分
 分析, クラスター分析, 識別分析および特徴量評価実験を行った。
 実験結果か ら得 られた結論は, 以下のとおりであった。
 (1) 下顎骨の形を, Go揺al angie 一下顎結合部高径因子と下顎枝高径一 同幅径因子とを組み合
 わせ て分 類するのが妥当であることが明 らかになった。
 (2) 臨床的に分類した顔面骨格型の各グループに, 特有の下顎骨の形が存在していた。
 その中でも, Class II - Long {ace に属する下顎骨の形と Ciass L Ciass II蔓 一 Short £ace に
 属する下顎骨の形が, 顔面骨格型との結びつぎが非常に強く, これら2つの下顎骨の形は・ すべて
 の下顎骨の形の中で, 両極に位置していることがわかった。
 (3) 下顎骨の形だけから, 約76%の識別率で, 顔面骨格型を分類することがでぎた。
 (4) 下顎骨の形には, 顔面骨格型の垂直的要因がより強く表現される傾向があった。
 (5) Class HとClass m の下顎骨の形を識別するのに最も有効 な特徴量は, '、下顎結 合部 高径と
 下顎骨長との比", 垂直的要因のS哀ort faceと・ Long 至aceぴこおいては、、直線 1nfradeatale-Gon三〇n
 と, 直線 Gonio鍛 一Men ton の なす角度" であった。 この他に も, 下顎結合部に関する特徴量が比
 較的有効であったが, これは dentai compensation の影響によるものと考えられた。
 窪た, 面積比が垂直的要因の分類に有効であることがわかった。
 (6) 下顎骨の形の性差を最も 顕著に示す特徴量は,、'下顎枝長と下顎骨体長との比" であった。





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 本論文は, パターン認識工学的手法を用いて, 下顎骨の形と顔面骨格型との関係を明 らかにした
 ものである。 資料として, 田本人成人男女 352 例の側方頭部X線規格写真を用いた。 顔面骨格型
 は, 前後的要因については, Clas“, Ciass I1, Ciass Hiに, 垂直的要因に関しては, Short face,
 Long f&ce, Arerage face のそれぞれ3グループに分類した。
 東北大学歯学部で開発した線図形処理コンピューター システムを用いて, 下顎骨透写図 (線図形)
 の慮動読み取りを行い, 工5個の特徴量 (面積比:4個, 長さの比:5個, 角度:6個) を抽出 し,
 下顎骨の形と顔面骨格型との関係を多面的に検討するために, 主成分分析, クラスター分析, 識別
 分析およ び特徴量評価実 験を行った。
 実験結果から得た結論は, 以下のとおりであった。
 (エ) 下顎骨の形は, Gonia呈 angle一一下顎結合部 高径因子 と, 下顎枝高径一同幅径因子と を組み合
  わせて分類するのが妥当であ る。
 (2) 臨陳的に分類 した顔面骨格型の各グループに特有の下顎骨の形が存在してお り, そ の 中 で
  も, Ciass ILLong 重ace に属する下顎骨の形と, Class I, αass IIIお五〇rt 重ace に属する下
  顎骨の形が顔面骨格型との結びつきが非常に強く, これら2っの下顎骨の形は, すべての下顎
  骨の形の中で両極に位置している。
 (3) 下顎骨の形だけから, 約76%の識別率で顔面骨格型を分類することができる。
 (些) 下顎骨 の形に は, 顔面骨格型の垂直的要因がより表現 される傾向があ る。
 (5) 前後的要因である Class H と C王ass m の下顎骨の形を識別するのに最も有効な特徴量は,
  “下顎結合部高径と下顎骨長との比" であり, 垂直的要因の Short face と Lo簸g face のそれ
  は, “直線 亙n∫radentaie-Go痴on と, 直線 Go想on-MentoB のなす角度" である。 この他に
  も, 下顎結合部に関する特徴量が比較的有効である。 また, 面積比が垂直的要困の分類に有効
  であ る。
 (6) 下顎骨の形の性差を最も顕著に示す特徴量は “下顎枝長と下顎骨体長との比" である。
 この研究はパターン認識工学的手法によって, 咬合形成の基盤である顔面骨格型の特徴把握を行
 ったものであ り, 特徴の成熟形である成人の下顎骨と顔面骨格との関係を明 らかにすることによっ
 て, 成長過程にある幼児期, 小児期での将来への顔面骨格の成長予測への道を押し進めたものであ
 る。
 以上本論文 は歯学博 士の学位授与 に値す るものと判 断ず る。
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